



初級文法書では, ふつう ｢液体や気体, 抽象名詞のような数えられないもの
の具体的な量を表すには部分冠詞を用いる.｣ と説明されている. これは ()
() のような場合の説明としては充分であるが, これでは, ()() のよう











































両者の説明に共通していることは, ｢多量｣ ｢強意｣ ｢大きさ (

)｣
を表す時に複数形を用いるということである. しかしそうだとすると, () の




























































































































名詞で表された概念が幾つかの ｢種類｣ として考えられた場合は, 抽象名詞・
物質を表わす名詞 ( 	

















































































































































































名詞で表される概念 () が実現される状況が複数回現れる時は, 抽象






























の場合は, () とは異なり, (	) のように, 複数形であっても
































朝倉も5も｢強意複数 (		)｣ の説明として, ｢極
めて多量に存在する物質は, その多量・大きさの概念が複数形で表される.｣
ということで一致している. しかし, ｢多量｣ とはどれくらいの量なのであろ
うか？提示されている用例 (	7	7	3
	) は, ｢海｣, ｢湖｣, ｢砂漠｣ といずれも広がりを持つので, この用例
だけに限ればこの説明で良さそうだが, 既に () でも見たように, ｢井戸水｣














との共通点は, 水の ｢広がり ()｣ ということだ
けである). 複数形が表すのは, 単に ｢境界が曖昧な水の広がり｣ で
あり, ｢多量｣, ｢広大さ｣ という ｢強意｣ は, が海や湖と共に用いら






























が ｢砂漠の砂｣ を意味するのは正しいが, 
自体は ｢砂漠｣ を指すわけではなく, あくまでも ｢限界の曖昧なある広がり｣





















は単独でも用いられるが, ｢広がり｣ を表すので, その状態を表す
形容詞と共に用いられる場合が多い.
















































６. ｢量・塊｣ → ｢不安定さ｣ ｢動く力｣
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一つの塊 () であっても, +のようにその中に複数の種
類が考えられる場合は複数形になる. これは+のように,
明確に区別される種類 (例えば, ,-＋.-＋＋) の ｢集合｣ と



































































これは, ｢質｣ よりも, 		"	#$	$			"

 	という ｢湾｣, ｢湖｣ の水の ｢広がり｣ を表すために複数形になるから











かったが, ｢具体的な行為｣ あるいは ｢曖昧さ｣ を表す用法もある. また, 複
数形の用法は, ほとんど名詞毎に異なるので, 一つ一つ詳細に検討する必要が
ある!例えば, 	と 		と 	$'		と $'		,
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